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「県南指導士研修会」力
'開

催されました

1,谷 1,シ ルバー |ハ ビリ指■
「

会の爺Ш多記 rlrl`委 it長を1'心 に |●tヽ指導士研|`会 |が 去る 2月

29日 守谷Ⅲ中央公民鮎にて,,Fさ れました 彗の降 りしきる1'1■ li l∫ 村 約 100名の方 々が参加さ,1会場

杯となりました

この県南研1夕会の日lll テーマ 参加者の脩熙刻 ● 体挟のレベルアッフ ,`及 ll大 を

'(■

化 して共に学

び実成することJの もと 県市の1唯委員を1,いに実1ヽ され停のネットワークを拉|.な ものとしました

人址 ●tか らの特サ1講● T・政Ⅲ lヽ 手市指導十会の事例発表など有意義で実り多き研修会でした

澪

この体操は大日仁史先生蕨 城県立健康プラザ管理者 医学博■)が高齢者 軽い障害の

ある万なとを対象に考実されたもので「椅子 起立 床 寝てJどの姿勢でも出来ます.

体操指導は茨城県公認のシルバーリハビワ体操指導士が行います。

会報 |ばたかJの
'1及

 発展のため標語を募集します 次号から文去‖に

破せていきますので 参珈者及び指導上の皆様の応t・をお待ちしています

発
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202年 :月 守谷市シルバーツ ヒヽリ体操指専士会 ,ヽさいきヘルス体接ばuヽ

`[′

iA件 ど|■ 11市美 ● 029,4388'7



ぐり 睡勁

く
郷
州
公
民
館
ま
つ
リ

●

文
化
会
館
ま

つ
リ

●

北
守
谷
公
民
館
ま

つ
り

渡邊 カツ子さん D332 (0
星野喜作 佳実 ご夫姜
いさいきベリレス1識を始めた頃は

帰宅途中ii因痛て歩き方■
'夏

てした

近頃は気

"ち
よく休燥がてき 翌日の

手足の馬みもなくなりました

これは体r_の成果と,i導員の皆さんの優しいこ指導のお陰と

感詢しています これからも元気に続けられるようⅢ張ります

体景圧10ヶ 月 北口公民館教室

福島県の富岡町から厚発事故のため 娠の居る守谷市松

前台に昨年迎難 して来ました 生局が一変し 規 しい友と

も別れ悲しみの日々 北守谷公民館て体操をしていること

を知り 6月 から春加 し毎週金曜日の来るのを楽しみにし

てtヽ ます 明るく元気な|=導士の方や

`加
者の楽しい話し声

実い声に心が癒され励まされました

おかげきまで元気を取り戻せ感謝しています

体操歴10,月 北守谷公民館教室

鈴木義彦 久恵 ご夫妻

介誰予防のためにと

'力

められ [い き

いきベルス体■]に姜加しました 退

職■家でぶらぶらしていましたが 体

|_を してからま毎日の生活にも張りが

出てきました 今後も夫婦そろって |またか に多加させ

体操をl.め る前は 腰痛て病院通いをしてい

ましたが 今はイiかな〈なりました

又 手首を動かす体iによリ タオルが良く

れれるようになり助かっています 毎週月畔日

サロンベ行さ 体操をした0お暉りをするのを

集しみにしています 体操歴6年 大野サロン

横瀬 うめさん

聘

ていたたきます 体操歴 3年 郷
`1公

民館教室



新しい教室
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哺下体操で「 1詢

「ぱJ Iま  唇

ぱたかとは̈
「た」「か」と大きな声を出すことにより嘘下機能の向上を図ります

「たJは…舌  「かJは一喉の奥 を使い鍛えることができます.

サ谷駅某 1か ら北方べ県迪46=野田牛久線

をしえてしばらく行くと 江戸時代にタィム

スリップしたような松,1本がみえてきます

これらの松]1木 は 村齢300年 を超えた約

70本のアカマツ クロマツで 7T「i専府の奨

励により ,tr」 (ゲンナ)6■(1620年 )に 1時の

,谷幕御 [樹したものです

また 延長約 1■ 日のこの術迪は ,1● ll

`ヽ

関東の御家人が「いざ鎌倉Jと  駆けつけ

た Π鉦倉街迪と口銚子街道の 部となった道

雖です
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あの忌まわしい東日本大虔災から早一年が経ちました この冬の寒波はlllの ものではありません

追いうちをかけるようなこの寒さ いまた復興の兆しが見えない中ですが 我が街 ,谷では 皆さん

元気に体繰に取り組まれておられます いろいろな教室の様子をお伝え お知らせしながらお一人でも
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(編集委員―同)多くの方の参加を願って これからも頑張って行きたいと思います


